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世界をつくりだした。   
ところが、発達した諸資本のうち他国貸した企  
業・独占資本は、この諸国家の働きを資本のため   







































































多国籍企業の世界的な展開要因   
（才．H．ダニングによる）  
1．マーケテイング要因  
（D市場の大きさ   
②市場の成長   
③市場シェアの維持・ライバル投資への対抗   
④親会社の輸出促進   
⑤近隣市場への輸出基地  
2．貿易障壁  
（D貿易障壁   
②現地製品に対する顧客の選り好み  
3．費用要因   
①労働の入手可能性   
②原料の入手可能性   
③資本・技術の入手可能性   
④低い労務費   
⑤低い運輸費   
⑥政府による金融その他の勧誘  
4・投撃環境   
①外国投資への一般的態度   
②政治的安定   







































④通貨交換の規制   
⑤租税構造  
5．一般要因  その他  

































る。第三には、作業のスピード化が飛躍的に促進  Ⅳ 国際産業とネットワーク  
65   
のである。したがって、商業活動、市場での取引、  
とりわけ金融取引においての質的な変化が生じ  






































































1999年には35セントへと引き下げられた。   
こうした情報伝達や情報処理技術の飛躍的な  
発達は、世界の距離を短縮し、遠隔地という概念  
や国外という認識を取り去ってしまいつつある  Ⅴ 金融のグローバリゼーション  

































































































































































































































なっている。   
第二としては、先進諸国資本は、金融部門に続  
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